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人口１７０１人 

（男）８５３人 

（女）８４８人 

 世帯数 

   ６３３世帯 

  ( R1.7.1現在) 

No162 

2019.8.1 

大活躍してくれた中学生ボランティア スタッフ総出で会場の設営 

 

日
中
、
雨
が
降
り
、
開
催
が
心
配
さ
れ
た
ほ
た
る
祭
り
で
し
た

が
、
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
マ
イ
ク
が
入
ら
な
い

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た
が
、
東
野
小
学
校
の
み
な
さ
ん
は
、
臨

機
応
変
な
対
応
で
開
会
式
を
進
め
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

地
元
児
童
に
よ
る
司
会
は
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。 

令和元年 

地域をつなぐ『ほたる祭り』 

   

小坂市長のあいさつ 
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 この写真は、ほたる祭りの看板の制作と設置の様子で

す。左の写真は、ほたる祭りが始まった18年前の様子で

す。ほたる祭りの成功に向け、立派な看板を作っていた

だきました。その看板は、コミセンで保管し、ほたる祭

りが近づく６月になると、毎年、東雲連合会の皆さんが

設置して下さっています。 

 今年も６月４日（火）、炎天下の下、汗を流して設置

して下さいました。永年にわたりほたる祭りを支えてい

ただき、ありがとうございます。 

中学生ボランティアが大活躍 

  

交通安全協会東野支部のみなさん 

 みなさんがほたる祭りを楽しんでいる頃、交通安全協

会の皆さんは、コミュニティセンターから宗久寺までの

区間を、車の進入を止めたり歩行者に注意喚起をしたり

していただきました。交通安全協会の皆さんは、会場に

はいないために、活躍を目にすることがありませんが、

皆さんが安心してほたる祭

りを楽しめるように気を

配っていただきました。 

 ほたる祭りだけでなく、

夏祭りでも車の誘導や進入

を防いでいただいていま

す。感謝です。 

東野青少年育成推進員のみなさん 

  

今年のほたる祭り 

 今年も70名の東野地区の幼児、小学生がほたるク

イズを解答してくれました。東野以外から20名、他

市から10名、合計30名の子ども達も解答してくれま

した。保護者、中学生、地域の方々や関係者の総計

400名以上の参加者があったほたる祭りでした。 

  いつまでもほたるが飛び交い、多くのお客様で賑

わう、ほたる祭りであってほしいと願っています。  

                     

平成13年6月10日撮影 

東野開発振興会 

 今回も飲み物の

販売に携わってい

ただきました。今

年はとても蒸し暑

かったため、ラム

ネがたくさん売れ

ました。代金を受け取り、おつりを渡すのも

大変でした。 

東雲連合会 

          子ども達が毎回楽し 

          みにしているおもちゃ 

          の販売をしていただき 

          ました。楽しそうに子  

          どもたちと触れ合って

いらっしゃいました。 
 

令和元年6月４日撮影 

地域をつなぐほたる祭り 

 すてきな作品が届きました 6月14日(金) 

 ほたる祭り会場で来場者が写真の

背景にしていた作品を東野こども園

の皆さんが届けてくれました。今年

も素敵な作品を作ってくれてありが 

       とう。 

 今年は上組の青少年育成推進員さんが、水風

船つりと駄菓子の販売を担当していただきまし

た。慎重につり上げようとしますが、途中でプ

チッと切れて悲しそうな顔になる子どももいま

した。 

 小銭を握って、駄菓子売り場に走り寄る子ど

も達。駄菓子を真剣に選ぶ子ども達でした。 

 ボランティアに毎年参加してくれる中学生もいます。ほ

たる学習コーナーと壁掛け作成コーナーを担当してくれま

した。小学生やこども園の子に分かりやすく説明をしてく

れました。 

 さすが東野出身の中学生という声を何度も聞きました。 

大勢のお客さんで賑わいました 
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   防災士の資格を取得しませんか？ 
 1995年の阪神・淡路大震災の教訓をふまえて、予測 

不可能な被害に対し、正しい知識と適切な判断力を兼 

ね備えた人材を育てるために、防災士制度ができまし 

た。 

  2003年から現在までに日本全国に100,000名を超す 

防災士が誕生し､防災リーダーとして活動しています。 

  大震災などの災害の発生を防ぐことはできません  

が 災害に対する十分な知識と万が一発生した場合の 

対応知識を備えることで、私たちの生命や財産に対 

する損害を大幅に軽減させることが可能です。 

 今後発生するおそれのある首都直下地震や南海トラ 

フ巨大地震、気象災害に備えて、減災と防災力の向上 

を目指し活動する防災士は、これからの日本に欠かせ 

ない存在となります。昨年度は市内で４名の中学生 

が防災士の資格を取得しました。 

恵那市では毎年、「恵那市防災アカデミー」受講生を

募集しています。あなたもぜひ受講し、防災士の資格取

得にチャレンジしてください。 

  社会の様々な場で減災や社会の
防災力向上のための活動が期待さ
れ、そのために十分な意識・知識・技
能をもつとして、日本防災士機構が
認定した人たちです。 

防災士試験にチャレンジ 

試験は3択式で30問出題され、70％以上の正答で合

格となります。 
※この練習問題は、防災情報機構ＮＰＯ法人の防災情報

新聞より抜粋したものです。日本防災士機構が実施し

ている試験の過去問題ではありませんのでご了解くだ

さい。 

 ＊防災アカデミーで使う、防災士教本に書かれ、講義で 

    何度も話された内容です。 

【 問題の一例 】 

問題  阪神・淡路大震災は近代都市の直下で起きた地  

    震であった。その人的被害に関する記述のうち、正  

        しいものはどれか。 

(1)犠牲者の死因は、火災によるもの、建物倒壊によるも 

    の、液状化によるもの、土砂災害によるもの等、さま 

    ざまであったが、このうち犠牲が最も多かったのは土    

    砂災害によるものであった。 

(2)犠牲者が最も多かったのは、火災によるものであっ た。 

(3)犠牲者の8割以上は、住宅の倒壊による圧死、窒息死 

   であった。 

【解答と解説】 

 問題1 (1)×  (2)×  (3)正解 

   犠牲者の大半は倒壊した自宅で重量物の下敷きになっ

て呼吸できなくなって亡くなった。 

 
 

 

ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
は
？ 

 

昨
年
は
各
地
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に

し
ま
し
た
。
東
野
で
も
突
発
的
な
雨
に
降
ら
れ
、
コ
ミ
セ

ン
に
駆
け
込
む
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た

ゲ
リ
ラ
豪
雨
は
、
予
測
が
困
難
で
突
発
的
で
範
囲
が
狭
い

豪
雨
を
指
し
ま
す
。 

 

こ
の
言
葉
を
使
用
す
る
の
は
日
本
国
内
の
み
で
す
。
明

確
な
定
義
は
な
く
、
日
本
の
気
象
庁
は
予
報
用
語
と
し
て

「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
を
用
い
て
い
ま
せ
ん
。 

 

集
中
豪
雨
の
中
で
も
、
特
に
予
測
が
困
難
な
場
合
を
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
と
い

う
の
が
本
来
の
使
い
方
で
す
が
、
予
測
可
能
だ
っ
た
と
き
に
も
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と

言
う
方
が
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
で
テ
レ
ビ
は
使
う
よ
う
で
す
。 

 

 
 

ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
前
兆
は
？ 

 

予
想
が
難
し
い
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
も
予
兆
が
あ
り
ま
す
。 

 

夏
は
、
太
陽
に
よ
っ
て
地
面
が
熱
せ
ら
れ
積
乱
雲
が
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
ら

に
よ
っ
て
、
激
し
い
上
昇
気
流
が
発
生
し
、
や
が
て
下
降
気
流
が
強
ま
り
、
強

い
雨
と
と
も
に
風
が
吹
き
下
ろ
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
氷
の
粒
が
溶
け
き

ら
ず
に
地
面
に
到
達
し
た
場
合
、
あ
ら
れ
や
雹
（
ひ
ょ
う
）
に
な
り
ま
す
。
雨

が
降
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
積
乱
雲
か
ら
吹
き
下
ろ
さ
れ
た
冷
た
い
下
降
気

流
が
吹
き
降
り
て
く
る
る
た
め
、
「
す
ー
っ
と
」
涼
し
く
な
っ
て
く
る
の
で

す
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
発
生
す
る
と
、
急
に
汗
が
ひ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

薄
暗
く
な
っ
て
き
て
、
「
涼
し
く
な
っ
て
き
た
ら
」
、
そ
れ
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が

近
づ
い
て
い
る
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
予
測
が
難
し

い
の
は
、
積
乱
雲
の
成
長
は
20

分
と
か
か
ら
な
い
ほ

ど
、
急
速
に
発
達
す
る
か
ら
で
す
。
セ
ミ
の
鳴
き
声
が
や

ん
だ
り
、
ラ
ジ
オ
に
ノ
イ
ズ
が
入
っ
た
り
し
た
ら
「
も
し

か
し
て
」
と
思
い
ま
し
ょ
う
。
怖
が
る
だ
け
で
な
く
、
正

し
く
知
り
、
適
切
に
行
動
す
る
こ
と
が
自
分
の
命
を
守
る

方
法
で
す
。 
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地
域
の
話
題 

 

第
一
回 

東
野
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク 

 
 
 
 
 

６
月
１
日
（
土
）
東
野
三
学
委
員
会
主
催 

 

天
候
に
恵
ま
れ
た
土
曜
日
の
午
前
中
、
東
野
の
皆
さ
ん
と

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

小
学
生
や
保
護
者
、
東
野
小
の
後
藤
校

長
先
生
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
総
勢
14
名
で

コ
ミ
セ
ン
を
出
発
。
今
回
は
、
『
東
野
散

策
マ
ッ
プ
』
の
Ｃ
コ
ー
ス
（
向
島
コ
ー

ス
）
を
中
心
に
歩
き
ま
し
た
。 

阿
弥
陀
堂
を
経
て
、
ふ
れ
ん
ど
り
ー
で
五
平
餅
に
舌
鼓
を

打
ち
ま
し
た
。
阿
弥
陀
堂
か
ら
の
長
い
上

り
階
段
に
一
同
ヘ
ト
ヘ
ト
。
疲
れ
切
っ
た

後
だ
け
に
、
五
平
餅
は

最
高
の
ご
ち
そ
う
で
し

た
。
向
島
か
ら
西
行
の

竹
林
庵
跡
を
目
指
し
、

再
び
山
登
り
。
息
を
切
ら
せ
な
が
ら
全
員

無
事
到
着
。
心
地
よ
い
疲
れ
と
充
実
感
を

感
じ
な
が
ら
コ
ミ
セ
ン
で
解
散
し
ま
し
た
。 

 

来
年
度
も
コ
ー
ス
を
変
え

て
実
施
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

コ
ー
ス
は
初
級
者
向
き
、

中
級
者
向
き
等
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
。
次
年
度
の
開
催
を

楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

東
野
小
学
校
で
田
植
え 

５
月
20
日
（
月
） 

４
年
生
・
５
年
生
が
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

食
農
教
育
応
援
事
業
の
一
環
と
し

て
、
田
植
え
の
学
習
を
し
ま
し
た
。

東
野
開
発
振
興
会
の
丸
山
文
憲
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
田
植
え
の
体
験
を
し

ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
は
、
「
田
植
え
を
し

た
。
線
を
引
い
て
稲
を
植
え
た
。
楽

し
か
っ
た
し
、
お
い
し
く
で
き
る

と

い

い
。
と

っ

て

も

楽

し

み

だ
。
」
「
私

は

田

植

え

を

や

っ

て
、
昔
の
人
の
田
植
え
の
苦
労
が

わ
か
っ
た
。
ま
た
や
っ
て
み
た
い

と
思
っ
た
し
、
楽
し
か
っ
た
。
」

「
田
植
え
体
験
で
、
５
年
生
も
い

い
体
験
に
な
っ
た
し
、
来
年
、
今

の
４
年
生
が
５
年
生
に
な
っ
て
、
次
の
４
年
生
に
な
る
子
の

い
い
手
本
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
た
。
」
と
感

想
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
４
・
５
年
生
は
稲
作
の
授

業
と
し
て
、
稲
刈
り
、
脱
穀
、
収
穫
し
た
米
を
使
い
五
平
餅

や
豚
汁
を
作
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
と
収
穫
祭
を
行

う
予
定
で
す
。 

 
 

ふ
れ
あ
い
キ
ッ
サ
虹
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

 

６
月
13
日
（
木
）
の
キ
ッ
サ
虹
で
ギ
タ
ー
と
マ
ン
ド
リ

ン
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ギ
タ
ー
は
北
中
切
の
水
野
泰
正
さ

ん
、
マ
ン
ド
リ
ン
は
、
山
岡
在
住
の
河

内
龍
二
さ
ん
が
担
当
で
す
。 

 

満
員
の
お
客
さ
ん
は
、
二
人
の
息
の

合
っ
た
曲
に
魅
せ
ら
れ
、
静
か
に
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
禁
じ
ら
れ
た
遊

び
、
夏
は
き
ぬ
、
ふ
る
さ
と
等
、
誰
も

が
知
っ
て
い
る
名
曲
を
演
奏
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

演
奏
と
一
緒
に
歌
う
お
客
さ
ん
も
い
て
、
心
温
ま
る
一
時

で
し
た
。 

コ
ミ
セ
ン
で
は
第
２
木
曜
日
と
第
４
金
曜
日
の
月
２
回
、

午
前
10

時
30

分
か
ら
キ
ッ
サ
虹
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
等
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
同
士
の
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
に
参
加
さ
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

来
館
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

みなさんお疲れ様でした（竹林庵跡にて） 

今
年
度
は
４
・
５
年
生
以
外
に
も
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
食
農
教

育
応
援
事
業
と
し
て
、
２
年
生
の
さ
つ
ま
い
も
作
り
、
３

年
生
の
大
豆
作
り
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
食
農
教
育
応
援
事
業
は
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
に

よ
る
食
農
教
育
を
中
心
と
す
る
教
育
実
践
活
動
を
通
じ
、

子
ど
も
の
農
業
に
対
す
る
理
解
を
は
か
り
、
農
業
フ
ァ
ン

の
拡
大
、
お
よ
び
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成
20

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。 

東野公務員ＯＢ会で草刈作業実施 

 東野公務員ＯＢ会では、年３

回、えな斎苑下の桜植樹の草刈を

行っています。今年は24名の会員

によって６月14日(金)に行われま

した。天候に恵まれ、午前中に作

業が終了。えな

斎苑に通じる道

路の側面は急傾

斜で、滑り落ち

ないように踏ん

張って行う作業

は大変でした。 

 草刈作業に

よって、植樹さ

れた桜には気持

ちのよい風が吹

いていました。 
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小
さ
な
お
客
様 

６
月
18
日
（
火
） 

 

下
浜
井
場
の
伊
藤
淑
子
さ
ん
を
講
師

に
、
こ
ど
も
園
の
み
ど
り
組
さ
ん
が
コ

ミ
セ
ン
で
お
茶
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。

事
務
室
で｢

お
茶
の
勉
強
に
来
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。｣

と

上
手
な
あ
い
さ
つ
が
出
来
ま
し
た
。 

 

和
室
で
、

き
ち
ん
と
正
座
を
し
、
扇
子
を
前
に

置
き
、
伊
藤
先
生
に
ご
挨
拶
。
扇
子

の
置
き
方
に
戸
惑
っ
た
り
立
つ
と
き

に
緊
張
し
た
り
し
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
帰
る
頃
に
は
、
茶
の
所

作
を
身
に
付
け
、
自
然
に
動
け
る
よ

う
に
な
り
、
満
足
そ
う
な
顔
で
こ
ど

も
園
に
帰
り
ま
し
た
。 

 

東
雲
会
花
壇
植
栽
作
業 

６
月
22
日
（
土
） 

 

東
雲
会
の
皆
さ
ん
が
東
野
地
内
３
ヶ
所
の
花
壇
の
花
苗
を
植
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

強
い
日
差
し
が
差
し
込
ん
だ
り
小
雨

が
降
っ
た
り
と
、
不
安
定
な
天
気
で
し

た
が
、
会
員
同
士
で
楽
し
く
会
話
を
し

な
が
ら
作
業
を
行
い
、
11

時
頃
に
は
美

し
い
花
壇
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
配
色
と
草
丈
を
工
夫
し
、

後
列
に
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
と
ニ
チ

ニ
チ
ソ
ウ
、
前
列
に
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
を
植

え
、
彩
り
豊
か
な
花
壇
に
な
り
ま
し
た
。 

 

 

信
号
待
ち
の
運
転
手
や
通
行
す
る
人
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
毎

年
、
年
２
回
の
作
業
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

地
域
の
話
題 

 

お
客
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と
と
き 

ふ
れ
あ
い
キ
ッ
サ
虹
で 

 

６
月
28
日
（
金
）
に
こ
ど
も
園
の
園
児
が
ふ
れ
あ
い
キ
ッ
サ

虹
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
キ
ッ
サ
虹
の
お
客
さ
ん
の
前
で
、

『
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
』
を
歌
っ
た
り
『
動
物
の
手
遊
び
』

を
披
露
し
た
り
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
童
謡
『
海
』
を
歌
い

な
が
ら
お
客
さ
ん
と
一
緒
に
手

遊
び
を
し
ま
し
た
。
初
め
は
照

れ
く
さ
そ
う
に
も
じ
も
じ
し
て

い
た
子
ど
も
達
で
し
た
。
し
か

し
、
し
ば
ら
く
す
る
と
緊
張
も

緩
み
、
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
お

客
さ
ん
と
手
遊
び
を
し
ま
し

た
。
相
手
を
す
る
お
客
さ
ん
も

に
こ
に
こ
で
し
た
。 

 

 

８月 ７日（水）東野青少年育成会議 

    市内安全パトロール（恵那駅からピアゴ） 

   ２日（金）・９日（金）東野青少年育成会議 

    東野地内安全パトロール（川や危険箇所）   

   ６日（火）夏休みこども教室（学習)午後 

   ８日（木）夏休みこども教室（木工）午後     

  １３日（火）２２日（木）夏休みこども教室 午前 

  １０日（土）第３８回納涼夏祭り 

  １１日（日）地域環境美化活動 

  

 ８月２１日（水）

 ８月３１日（土）秋の道つくり作業（自治会毎）                 

 

 

９月  １日（日）市防災訓練（地域毎） 

    上旬  自治会長会議 

   １６日（月・祝）敬老会 

   ２２日（日）みのじのみのりまつり 

   ｢ふるさとじまん｣出店 上組自治会長担当 

１０月２０日（日）東野住民ふれあい体育祭 

   ２７日（日）東野歌舞伎公演 

１１月 ２日（土）文化祭準備 

    ３日（日・祝）～４日（月 ） 

         文化祭（作品展） 

    ３日（日）東野ふれあい音楽祭 

花
無
山
句
会 

令
和
元
年
６
月
27
日 

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 
 

  
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

  
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

市
川
芳
子 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 

粽
ち
ま
き

売
る
老
舗
の
の
れ
ん
く
ぐ
り
け
り 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

  

 
 
 

裏
木
曽
の
急
流
眼
下
に
鮎
の
宿 

                                                           

内
木
伊
都
子 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

小
包
を
広
げ
る
縁
の
端
居
か
な 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 

と
り
ど
り
の
紫
陽
花
の
色
傘
の
色                                                    

  
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

千
藤
猛
司                                                                                                                             

   
 

鳴
き
声
に
い
や
さ
れ
小
路
ほ
と
と
ぎ
す                                                           

 
 
 

茅
花
の
穂
揃
い
て
咲
け
ば
亦
美
々

び

び

し 
                                                           

千
藤
恵
三 

 
 
 

梅
漬
け
て
令
和
元
年
印
し
け
り 

 
 
 

玄
関
の
壷
は
な
に
が
し
花
あ
や
め 

文
芸 

♪海は広いな 大きいな～ 
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 社会福祉協議会東野支部 食事サービス事業 
 

こんな所にお社（やしろ）が 

このお社は、東野にいればどこからでも見える、

標高813メートルの秋葉山の山頂

にあります。こんな山の中に似つ

かわしくない立派な石灯籠と小さ

な祠がご神木の間から見えます。 

 だれがいつ頃こんな山中にお社を建てたのでしょ  

             う？この秋葉神社については、恵

那市内の石仏、石灯籠を網羅して

いる恵那市史-石仏と道しるべ-に

も掲載されていません。そのた

め、ここを管理している鷲尾神社

の氏子と生産森林組合の役員以外

はほとんど訪れたことがないようです。 

火の神とされる火之迦具土大神（ひのかぐつちの

おおかみ）を祀るのが秋葉神社です。静岡県浜松市

の山中の秋葉山の秋葉山本宮秋葉（あきは）神社が

本山です。山に囲まれる東野では昔から火災を恐

れ、本山まで行き、参拝していました。しかし、遠

くて誰でも行けるわけではありませんでした。 

延享３年（１７４６年）、宗久寺の第５世紹天和

尚は静岡県の本宮秋葉神社の御神体を迎え、東野全

体を見渡せる標高８１３メートルの山頂に神社を建

て、秋葉神社としました。村民は静岡まで行かなく

ても、この神社に参拝することにより、火災が起き

ないように祈願することができるようになりまし

た。以降、この山を秋葉山と呼ぶようになったそう

です。御神体はカラス天狗（秋葉権現）と伝わって

いますが、特徴である大きな翼は破損しているとの

ことです。   

神社内の棟札の延享のものは朽ちてなくなってい

たため、弘化２年（１８４６年）宗久寺１１世秀暁

和尚により、棟札を改めたと記されていわれていま

す。山の中のお社のため、単独での登頂は危険で

す。興味のある方は、登山道を知っている人と一緒

に、熊鈴を身に付けて訪れてください。 

ふもとの地蔵平から50分ほどかけて登ると、突如

大きな石灯籠が目に飛び込んできます。大きく重い

石灯籠をここまで上げた先人の信仰心に感激しま

す。 

 

ア
ヤ
メ
会 

 

ア
ヤ
メ
会
は
、
65

歳
以
上
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
を
対
象

に
、
東
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
や

参
加
者
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
料
理
を
作
り
、
食

事
を
し
て
い
ま
す
。 

 

看
護
師
さ
ん
の
血
圧
測
定
と
健
康
相
談
も
行
っ

て
い
ま
す
。
毎
回
10

人
程
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い

ま
す
。
ご
自
宅
か
ら
の
送
迎
も
行
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
か
ら
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
東
野
振
興
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。 

 
 
 

    

ふ
れ
あ
い
弁
当 

 

ふ
れ
あ
い
弁
当
は
、
高
齢
者
世
帯
の
方
の
不
足
し
が
ち
な
栄
養

素
を
補
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
結
い
の
会
」
の
み
な
さ
ん

が
、
季
節
の
食
材
を
使
っ
た
お
弁
当
を

作
っ
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
毎
回
30

食
程
を
お
作
り
し
て
い
ま
す
。 

 

ふ
れ
あ
い
弁
当
で
日
頃
と
は
違
っ
た

お
食
事
を
味
わ
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

た
だ
し
、
８
月
の
お
弁
当
は
食
中
毒
予
防
の
た
め
お

休
み
し
ま
す
。 

 

お
申
し
込
み
は
振
興
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ

い
。 

 
 

 
 

 
 
 

 

お
問
い
合
せ 

東
野
振
興
事
務
所 

☎
２
６
―
２
２
４
４ 

参
加
費
・
・
・
１
回 

円 

日
時
・
・
・
・
毎
月
第
１
金
曜
日
10

時
か
ら
14

時 

 

一
食
・
・
・

円 

 

日
時
・
・
・
毎
月
第
３
金
曜
日
12

時
か
ら
12

時
30

分 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%82%B0%E3%83%84%E3%83%81
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令和元年度前期恵那市民大学 『恵那三学塾』市民講座 紹介 

 恵那市は、生涯学び続けることの大切さを説いた郷土の先人、佐藤一斎先生の「三学の精神」を理念とし

て、市民みんなで取り組む生涯学習「市民三学運動」を実践しています。 

 生涯学習には「自分づくり」と「地域づくり」の２つの目的があります。学んでは生かし、生かしては学ぶ

「知の循環」を目指すのが恵那三学塾です。「知の循環」のために市民講座を開講しています。前期は、東野

コミセンでは６つの市民講座が開かれています。 

 恵那の家庭料理を作る   講師 伊藤 真理 

 料理を楽しみながら、地域の食文化や栄養と健康な

どについて学んでいます。男性、お子様連れも参加さ

れています。 

 今年は１０名の講座生

が和気あいあいと料理を

作っています。第１回目

は、たけのこご飯、ささ

身のゆかり風味、切り干

し大根とひじきのごま酢

和 え、草 餅 を 作 り ま し

た。得意料理がどんどん増えていきます。 

 楽しい親子ヨガ     講師 横光 亜由美 

 皆さん、お子さん連れで参加しています。子育てに

必要な体力・知恵・忍耐

を鍛えることができま

す。  

 小さいお子さんもお母

さんとの触れ合いを通し

て貴重な時間を過ごすこ

とができます。 

 小さなお子さんが室内

でボール等のおもちゃを使って楽しそうに遊ぶ姿が印

象的です。 

 THE  SLOWブレスウォーク＆はじめてのバレトン                              

              講師 有我 万美子 

 ブレスウォークで、姿勢や歩き方を整え、バレ

エ、ヨ ガ、フ ィ ッ ト ネ

ス、それぞれの要素を含

んだ一連の動作を、流れ

るようにつなぎあわせて

動き続ける有酸素運動で

す。３つの要素が入った

バレトンで脂肪燃焼して

健康美を追求していま

す。講座生からも｢初めての体験だったけど、リラッ

クス出来た。｣という声が聞かれました。 

 楽々囲碁             講師 西尾 宏見 

 初心者から有段者までどなたでも歓迎しています。

自分の実力に合った打ち

方ができます。 

 囲碁への興味を誘いな

がら技を楽しめる囲碁講

座です。受講生はピンと

張り詰めた空気の中、集

中して取り組んでいま

す。 

 数手先を読みながら最善手を考えて対局したり交流

したりしています。 

 東野コミュニティセンターで開講されている市民講座を紹介しました。後期も内容を吟味し広く募集しま

すので、ぜひご受講下さい。また、「地域の課題を解決に導くためにすべきこと」のような先進的なまちづ

くり活動実践例や手法を学ぶために、三学のまち講座 －聴いて学んで生きる講座－ も開講されています。 

 後期も三学のまち講座が開講されます。詳細については、恵那市民ガイドブックをご覧下さい。 

 さあ うたいましょう   講師 林 精子 

 童謡からフォークソングまでジャンルに関係なく、
お腹の底から声を出し
て、いきいきと歌ってい
ます。男性も大きな口を
開けて、楽しそうに歌っ
ています。１階まで、さ
わやかな歌声が聞こえて
きます。歌を通じて、仲
間がどんどん増えていく
ようです。 
 講座が終わった後は、充実感でいっぱい、笑顔いっ
ぱいの顔で帰路に就きます。 

 赤尾先生の楽しいウォーキング&トーキング  

                  講師 赤尾 袈夫 

 コミセンから往復２時間程度のコースを歩きます。  

 地蔵平や竹林庵跡な

ど、東野の史跡や自然豊

かな地を散策していま

す。右の写真は、竹林庵

跡を訪れたときの記念写

真です。赤尾先生の軽妙

なトークを楽しみに参加

する講座生もいます。 

 楽しくお話ししながらウォーキングを楽しんでいます。 
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発 行 

東
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

☎
二
六
ー
二
五
五
五 

東
野
地
域
自
治
区
運
営
委
員
会 

☎
二
六
ー
二
二
四
四 

 
 
 

 
 

乳
幼
児
学
級
（
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
）
と
は 

『
乳
幼
児
期
の
家
庭
教
育
学
級
』
の
こ
と
で
、
０
～
３
歳
ま

で
の
お
子
さ
ん
を
も
つ
ご
家
族
の
活
動
で
す
。
途
中
か
ら
の

参
加
も
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
！
（
乳
幼
児
学
級
担
当 

三
宅
） 

編
集
後
記 

▼
大
雨
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と

『
〇
〇
警
報
』
『
避
難
勧
告
』
『
避
難
指
示
』
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
去
年
７
月
の
西
日
本
豪

雨
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
住
民
の
避
難
行
動
に
必
ず
し
も

結
び
つ
か
ず
、
死
者
・
行
方
不
明
者
あ
わ
せ
て
273

人
を
出
す
平

成
最
悪
の
豪
雨
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
▼
「
災
害
に
関
す
る
情

報
が
分
か
り
に
く
い
」
と
の
指
摘
を
受
け
、
政
府
は
、
大
雨
に

よ
る
災
害
が
発
生
す
る
危
険
度
と
住
民
に
求
め
ら
れ
る
行
動

を
、
５
段
階
の
レ
ベ
ル
で
示
す
「
大
雨
警
戒
レ
ベ
ル
」
の
導
入

を
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
気
象
庁
は
５
月
29

日
か
ら

｢

大
雨
警
戒
レ
ベ
ル｣

の
運
用
を
始
め
ま
し
た
。
気
象
庁
で
は
、

｢

警
戒
レ
ベ
ル
４
ま
で
に
、
全
て
の
対
応
（
避
難
）
を
完
了
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
▼
レ
ベ
ル
１
が
最

新
情
報
に
注
意
、
レ
ベ
ル
２
は
避
難
方
法
を
確
認
す
る
、
レ
ベ

ル
３
は
避
難
準
備
情
報
が
出
さ
れ
、
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な

人
が
避
難
を
始
め
る
段
階
。
レ
ベ
ル
４
は
自
治
体
か
ら
避
難
指

示
や
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
対
象
地
域
の

全
員
が
避
難
す
る
段
階
で
す
。
土
砂
災
害
警
戒
情
報
や
氾
濫
危

険
情
報
が
レ
ベ
ル
４
に
あ
た
り
ま
す
。
警
戒
レ
ベ
ル
が
最
も
高

い
５
は
「
災
害
発
生
」
で
す
。
大
雨
特
別
警
報
や
川
の
氾
濫
発

生
情
報
が
発
表
さ
れ
る
状
況
で
す
。
▼
気
象
庁
が
強
く
訴
え
て

い
る
の
は
、
《
レ
ベ
ル
５
を
待
た
な
い
》
こ
と
で
す
。
レ
ベ
ル

５
に
な
っ
て
か
ら
避
難
を
始
め
て
い
て
は
手
遅
れ
に
な
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。
レ
ベ
ル
５
を
待
た
ず
、
レ
ベ
ル
４
の
避
難
の

情
報
が
出
た
ら
全
員
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
『
レ
ベ
ル
４
が
発

表
さ
れ
た
ら
、
す
ぐ
避
難
』
を
合
い
言
葉
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
テ
レ
ビ
な
ど
で
災
害
の
情
報
を
把
握
し
、
近
く
の
山
や
川
の

状
況
を
把
握
し
、
自
分
の
命
を
守
り
き
る
行
動
を
と
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
杉
） 

    

▼
施
設
利
用
に
つ
い
て 

 

施
設
利
用
さ
れ
る
方
は
、
「
使
用
許
可
申
請

書
」
で
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
３
ヶ
月
前

か
ら
申
請
可
能
と
な
り
ま
す
。 

  

ま
た
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
仮
申
し
込
み

と
な
り
ま
す
。
必
ず
窓
口
に
て
「
使
用
許
可
申
請

書
」
に
記
入
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

▼
市
民
講
座
に
つ
い
て 

  

10
月
よ
り
後
期
市
民
講
座
が
始
ま
り
ま
す
。 

 

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
新
し
い
講
座
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
９
月
に
発
行
さ
れ
る

「
恵
那
市
民
大
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。 

 

市
役
所
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
内
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
さ
れ
ま
す
。 

 

▼
東
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
開
催
予
定
講
座 

 

・
恵
那
の
家
庭
料
理
を
作
る 

 

・
楽
し
い
マ
マ
ヨ
ガ 

 

・
さ
あ
う
た
い
ま
し
ょ
う 

 

・
赤
尾
先
生
の
楽
し
い
Ｗ
＆
Ｔ 

 

・
は
じ
め
て
の
バ
レ
ト
ン 

 

・
楽
々
囲
碁 

 

・
恵
那
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら 

 
    

お
願
い
・
お
知
ら
せ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 


